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病床数分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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邸道府県拠点病院数   51
平 士 692

最大 1.308

日取 324
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新入院がん患者数分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)

病院数 (施設)

「
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新入院がん患者数】

1200人 以上の 1200人 以上の



新入院がん患者割合分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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医師数分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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看護師数分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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悪性1重瘍手術件数分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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1年 10月 出されたカ※悪性1重瘍 県から厚 拠点病院の報 ～7月 の手術実績を示す。
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手術実績 【肺がん、乳がん】 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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※手術件数は、平成21年 10月 末に都道府県から厚生労働省に提出されたがん診療連携拠点病院の報告書より引用。平成21年 6月 ～7月 の手術実績を示す。
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手術実績 【胃がん】 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別 )

【胃がん】(開腹手術十腹腔鏡下手術)
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※ EMR:内視鏡手術 (粘膜切除術)
ESD:内視鏡手術 (粘膜下層剥離術 )

平成21年 6月 ～フ月の手術実績を示す。※手術件数は、平成21年 10月 末に都道府県から厚生労働省に提出されたがん診療連携拠点病院の報告書より引用。
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手術実績 【大腸がん】 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別 )

【大腸がん】(開腹手術十腹腔鏡下手術)

400

350

300

250

200

150

100

50

0

●地域

機都道府県

【大腸がん】 (内視鏡手術)

300

250

200

150

100

50

0

●地域

繭都道府県

※手術件数は、平成21年 10月 末に都道府県から厚生労働省に提出されたがん診療連携拠点病院の報告書より引用。平成21年 6月 ～7月 の手術実績を示す。
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手術実績 【肝臓がん】 (都道府県拠点病院、

【肝臓がん】(開腹手術)

地域拠点病院別)
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※手術件数は、平成21年 10月 末に都道府県から厚生労働省に提出されたがん診療連携拠点病院の報告書より引用。平成21年 6月 ～フ月の手術実績を示す。



放射線治療患者実数分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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(※ 3施設)

※ 放射線治療患者実数は、平成21年 10月 末に都道府県から厚生労働省に提出されたがん診療連携拠点病院の報告書より引用。
平成20年 1月 ～12月 の間に放射線治療が開始された患者実人数(新患+再患)を示す。



がんに係る薬物療法 (入院化学療法のべ患者数)分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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※ 入院化学療法のべ患者数は、平成21年 10月 末に都道府県から厚生労1動省に提出されたがん診療連携拠点病院の報告書より引用。化学療法
¬レジメンを1人として数える。

べ患者数】

内服のみのレジメンは対象外とする。平成21年 6月 ～7月 の実績を示す。



がんに係る薬物療法 (外来化学療法のべ患者数)分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別 )
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※ 外来化学療法のべ患者数は、平成21年 10月末に都道府県から厚生労働省に提出されたがん診療連携拠点病院の報告書より引用。化学療法 1レジメンを1人として数える。
内服のみのレジメンは対象外とする。平成21年 6月 ～7月 の実績を示す。

外来のべ患者数】



緩和ケア外来患者数分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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ケア外来患者数 ケア外来患者 緩和ケア外来患者

※ 緩和ケア外来患者数は、平成21年 10月 末に都道府県から厚生労働省に提出されたがん診療連携拠点病院の報告書より引用。平成21年 6月 ～7月 の実績を示す。



緩和ケア病棟の年間新入院患者数分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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がんに関する相談件数分布 (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)
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※

す
相談件数は、平成21年 10月末に都道府県から厚生労働省に提出されたがん診療連携拠点病院の報告書より引用。がんに関する相談

に限る。平成21年 6月 ～7月 の実績を示



がん診療連携拠点病院の設備整備状況① (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)

【集中治療室】(C要件)                           【集中治療室】
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※ 整備指針において、「集中治療室」の設置は必須要件ではな
く「望ましい」要件としている。

【無菌室】

※ 整備指針において、「無菌室」については、自血病を専門とす
る分野に掲げる場合は無菌室を設置することとしている。
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がん診療連携拠点病院の設備整備状況② (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)

【語りの場】【がん患者及びその家族が語り合うための場の設置】(C要件)
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【地域連携クリティカルパスー覧の作成・共有(平成23年 10月末まで)】 (A要件)     【地域連携クリティカルパスー覧の共有】
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※ 整備指針において、「語り合うための場」の設置は必須要件
ではなく「望ましい」要件としている。
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※ 整備指針において、「地域連携クリティカルバスの一覧の作

成・共有」については、都道府県拠点病院において平成23年 10
月末までに整備することとしている。
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がん診療連携拠点病院の設備整備状況③ (都道府県拠点病院、地域拠点病院別)

【地域連携パス整備状況・我が国に多いがん】(平成23年 10月末まで)(A要件)
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【地域連携パス整備状況・我が国に多いがん以外のがん(平成23年¬0月末まで)】 (A要件)
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【地域連携パス整備・我が国に多いがん】

※ 整備指針において、「我が国に多いがん」とは、肺がん、胃が
ん、肝がん、大腸がん及び乳がんをいう。

【地域連携パス整備・我が国に多いがん以外のがん】

※ 整備指針において、「地域連携クリティカルパス」について

は、地域拠点及び、都道府県拠点病院において平成23年 10月
末までに整備することとしている。
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■地域

鸞者「道府県

【病期別の5年生存率の把握状況】

=地域

繭都道府県

あり なし

がん診療連携拠点病院の設備整備状況④ (都道府県拠点病院、

【セカンドオピユオン外来の整備】

地域拠点病院別 )

【セカンドオピニオン外来の整備】

※ 整備指針において、「セカンドオピニオンの提示体制」の整備
は、必須要件として定めており、全ての拠点病院で充足している

が、外来の設置は必須要件ではない。

【病期別の5年生存率の把握状況】

※ 整備指針において、「5年生存率」については、必須要件では
ない。




